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第 13回九州手の外科研究会

一般演題

1 . Snappingを伴うドゥケルパン腿鞘炎の検討

熊本労災病院整形外科 伊達 徹

林 泰夫

上村光治

泉 清治

小糸博文

高木 茂

片岡康文

緒方博司

[目的1Snappingを伴うドゥケルパン鍵給炎の治療
経過に関して検討した.

[対象】症例は6例.男性4例，女性2例で観血的治

療を行ったもの 4例，保存的に加療したもの 2例で

あった.

[結果およびまとめ]

①母指屈幽に伴い Snappingするものはドゥケルパ

ン臆鞘炎の中でも滑膜炎の強いタイプと思われた.

②観血的治療を行ったものは 4例であったが全例長

母指外転筋腫と短母指伸筋践の聞に中隔を認めた.ま

た，Snappingの原因は腿周囲の肥厚滑膜のひっかか

りと腿輸による狭窄が原因と思われた.

③保存的治療を行ったものは 2例であったが治療に

対して抵抗性であった.

2.中枢榛尺関節障害に対する槍側棚形成術の 2例
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従来，機骨頭骨折に対し，骨片の転{立が大きいとき

は機骨切除術が行われていたが，その成績は一定せず，

また術後の合併症についても肘関節の不安定性の出現

や外反肘，関節症変化などが高率に認められ，そのほ

かにも榛骨の中枢移動や手関節の問題等などが報告さ

れている.

最近，われわれは縫骨頭骨折に対する新しい手術法

を施行したので報告する.

症例 1は45才女性.7年前に肘関節の脱臼骨折を受

傷，近位機尺関節は外傷性骨癒合をしていた.この症

例にたいして榛骨頭部を骨切りし，癒合した榛骨頭を

榛側榔として利用した.症例2は52才女性，自転車に

て転倒し受傷，前医にて徒手整復を受けたがレ線上様

骨頭骨折を認め本科紹介受診した.榛骨頭は前内方の

関節内に陥入しており一般的には榛骨頭切除の適応と

恩われた.本症例に対し機骨頚部を骨切りし，機骨頭

の骨片を尺骨にスクリュウにて固定し榛骨棚として利

用した.術後9ヵ月の現在も同骨片は残存し，不安定

性や外反肘はなく ，可動域制限もほとんど認めず非常

に良好な結果を得ることが出来た.

手術法は外側侵入にて関節に達し，榛骨頚部を切除

した後，転位した榛骨頭と尺骨の相対する側節面を削

除し，スクリュウにて固定する.術後は上腕より手関

節までギプスにて固定し早期より囲内外は許可した.

約4週間の国定後ギプスを除去し可動域増大訓練を開

始した.

本手術では梼骨頭切除術に比べ，肘関節の不安定性

や外反肘の出現を予防できるものと思われ，また関節

症変化の出現を遅らせることができるのではないかと

考えている.現時点では良好な結果を得ているが，ま

だ症例が少く ，今後症例を増やすとともに長期の経過

観察が必要と思われる.
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